
 

 

令和３年度 研究のまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

見通しをもち、筋道立てて考え、 

      学びを深め合う児童の育成 

～ICTを活用した主体的・対話的で 

深い学びの実現を目指した算数科の授業改善を通して～ 

羽生市立羽生南小学校 



 

 

研究構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

地域とふれあい 人につくす 
基本理念－子供と思いっきり関わり、確実に育てる教育― 

研究主題 

見通しをもち、筋道立てて考え、学びを深め合う児童の育成 

～ICT を活用した主体的・対話的で深い学びの実現を目指した算数科の授業改善を通して

～ 

～ 
目指す児童像 

【自分の命を大切にし、学びに励み喜び、たくましく生きる児童】 

〇確かな学力をもち、学習課題に臨むことができる子 

○進んで問題解決に取り組み、自分の考えを表現できる子 

○相手の考えと自分の考えとの共通点や相違点を見つけ検討し、自分の考えを深め

ることができる子 

 

仮説１ 

「児童が主体的に既習事項を活用したり、

既有経験を想起したりする場面を設定

することで、見通しをもち、筋道立てて

考えることのできる児童が育つだろ

う。」 

 

【手立て】 

○児童が主体的に問題解決に向かうこ

とのできる授業デザイン 

○既習事項を活用し、既有経験を想起

させる導入の工夫 

〇ICT を活用した視覚的支援 

○具体物を用いた操作活動 

研究の視点 

 仮説２ 

「知識の活用を重視した創造的な学習展

開を設定することで、学び合い深め合

う児童が育つだろう。」 

 

【手立て】 

○児童が必要感を感じる問題解

決型学習の展開 

○定着した知識を活用させ、「生

きた知識」にするための場を設

定 

○児童の思考を深めるための共

有・比較・検討の工夫 

 

保護者の願い 

地域の願い 

児童の実態 

・日常の実践

と評価 

・アンケート 

・学力学習状

況調査 

（全国・県） 

学校・家庭・地域の効果的連携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題・副題 

 

仮説１ 

研究主題 

見通しをもち、筋道立てて考え、学びを深め合う児童の育成 

～ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びの 

              実現を目指した算数科の授業改善を通して～ 

２ 研究の仮説と手立て 

児童が主体的に既習事項を活用したり、既有経験を想起したりする場面を設定す

ることで、見通しをもち、筋道立てて考えることのできる児童が育つだろう。 

身近な具体物を用いた導入や操作活動場面を設定することで、物の大きさや量について見通しをもた

せやすくした。 

教室に「算数コーナー」を設けることにより、授業中にいつでも既習事項を振り返らせることができる

ようにした。低位へのヒントとしても活用した。 

※以下の仮説と手立ては、単元及び授業内に限定するもの

であり、単元及び授業内以外の取組は後述する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説２ 
知識の活用を重視した創造的な学習展開を設定することで、学びを深め合う児童

が育つだろう。 

ＩＣＴを用いた問題の提示や考えの共有により、読み取りだけでは理解が難しい児童も視覚的に内容

を理解することができた。 

 児童の日常に即した問題解決型の学習展開を設定することで、もっている知識を活用しながら、「解

決したい！」という必要感をもたせることができた。 

 学校全体として、ミライシード内のオクリンクを活用した考えの共有・比較・検討を行った。カード

に考えを書きこんだり、考えを書いたノートの写真を撮ったりして、紙媒体よりも短時間で多くの考え

に触れることが可能になり、より思考を深めることができた。また、自力解決でつまずく児童には、他

の児童が提出したカードがそのままヒントカードにもなり、効果的なツールであった。 

自力解決 比較・検討（練り上げ） 共有 
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その他の研究を支える手立て 

 タブレットの活用能力を向上させるため、学校独自のタブレット活用能力到達目標「Ｍｉ Ｄａカリ

キュラム」を作成した。各学年の修了までに最低限身に付けさせたい能力を一覧にまとめることで、学

校全体として系統性のあるタブレット活用の指導が可能となった。 

 高学年では、タブレットの活用能力の到達度をはかるテスト「ギガマイスター試験」を行った。合格

した児童は「ギガマイスター」に認定され、低学年の操作サポート、効果的なタブレットの使い方提案

等の役割を担った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各専門部の取組 

授 

業 
研 
究 

部 

【指導案検討・授業者への助言】 

 

 

 

 

 

 
 

 研究授業に向けての指導案検討や、研究主題にせまる手立てなどの助言を

行った。 

【学力アップタイム（業前活動）デザイン】 
 １学期 ２学期 ３学期 

低学年 
学習規律 

タブレット活用 

タブレット活用 

学力テスト対策 

年間のまとめ 

学力テスト振り返り 

中学年 タブレット活用 
ドリルパーク 

学力テスト対策 

年間のまとめ 

学力テスト振り返り 

高学年 タブレット活用 
ドリルパーク 

学力テスト対策 

年間のまとめ 

学力テスト振り返り 

 学力アップタイム（業前活動）の年間計画をブロックごとに定め、年間を見

通した指導を行うことができるようにした。 

【ＩＣＴ活用法の検討・啓発】 
 

【Ｒ－ＰＤＣＡ】 

 学級の実態に応じた指導計画

を提案する教師支援ソフト。 

（ベネッセ提供:ミライシード内） 

【Kahoot!（カフート）】 

 クイズ作成ソフト。学習内容

の定着を図る振り返り等で活

用。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 

査 

統 
計 

部 

【意識調査アンケートの実施・集計・分析】 

【各種学力テストの分析】 

【羽生市学力アップテスト２回実施 

        ～学び残しゼロを目指して～】 
 羽生市学力アップテストを、１２月・３月の２回実施した。１回目の結果を

分析し、それぞれの児童の弱点を補充した上で２回目に臨んだ。 

また、２回目を行う前には、「学び残しゼロ期間」を設定し、ベネッセ提供

の、「学力テストの結果と紐づいたドリルパーク」を業前時間に全学年で集中

的に行った。 

 全児童対象毎月末実施。 

年間を通して行うことで、児

童の算数に対する意識の変

容を調査する材料とした。 

【分析対象テスト】 

・埼玉県学力・学習状況調査 

         （４～６年） 

・全国学力・学習状況調査 

（６年） 

・羽生市学力アップテスト 

（全学年） 

羽生市学力アップテスト（１回目）１２月実施 

学び残しゼロ期間 

ベネッセ提供「総合学力調査振り返り問題」実施 

弱点克服 

羽生市学力アップテスト（２回目）３月実施 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 

境 

整 
備 

部 

【校内掲示物作成～体感的に学ぶ～】 

【ＩＣＴ機器の整備】 

 校内の階段や廊下等の児童が日

常的に目にする場所に、視覚的・体

幹的に物の大きさや長さ、数を感

じることのできる掲示を作成し

た。 

 また、「研究コーナー」に本年度

の研究の足跡を掲示した。 

可動式モニター導入（全学級） 

タッチペンの整備（全児童） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の成果と課題 

【仮説１】 

 児童が主体的に既習事項を活用したり、既有経験を想起したりする場面を設定することで、見通

しをもち、筋道立てて考えることのできる児童が育つだろう。 

成

果 

低 

・教室に「算数コーナー」を設定することで、既習事項を振り返ることができた。 

・半具体物を用いた操作活動を取り入れることで、思考が整理しやすくなった。 

・見通しをもたせる場面で、全体で考えを出し合うことで、スムーズに自力解決へとつな

げることができた。 

中 

・自力解決の場面では、既習事項を活用して解くよう促した。 

・児童が体験的に学ぶことのできる場面を設定すると、日常の既有経験を想起しながら学

習していた。 

高 

・本時と前回までの問題の違いに着目させることで、本時の課題を明確にしてから問題解

決に進むことができた。 

・教科書の問題をそのまま採用するのではなく、児童の日常に近い場面に置き換えること

で、より思考を深めやすくなった。 

課

題 

低 ・既習事項から課題解決へと結びつかない場面があった。 

中 ・そもそも既習事項が定着していない児童には、本時の内容の理解が難しかった。 

高 ・授業の流れ、板書の型を統一しきれなかった。 

【仮説２】 

 知識の活用を重視した創造的な学習展開を設定することで、学びを深め合う児童が育つだろう。 

成

果 

低 

・ペア、グループでの活動を取り入れることで、考えを伝え合う場面を設定することがで

きた。 

・問題を日常生活に即した内容にすることで、児童の言葉で課題を設定することができた。 

中 

・オクリンクを活用することにより、普段は発言しない児童の考えを取り上げることがで

きた。 

・タブレットの導入により、発表の方法に広がりが生まれた。 

高 
・オクリンクを中心としたＩＣＴを活用することで、他者の意見と比較しながら考える意

識が向上した。 

課

題 

低 ・考えの説明はできたが、比較ができなかった。 

中 ・友達の考えを聞いて、理解できる児童とそうでない児童がいる。 

高 ・スプレッドシートを活用した振り返りはやや時間がかかる。様式の工夫が必要。 

【ICT 関係】 

 タブレット端末操作に関すること・授業、宿題等における教員の ICT 活用 

成

果 

低 
・低学年でも、スムーズにタブレットの操作を行うことができるようになった。 

・タブレットを学習用具の一つとして捉え、使用のルールを明確に確立することができた。 

中 ・学年閉鎖時には、タブレットを活用してドリルパークに取り組ませることができた。 

高 

・算数に限らず、複数の教科で柔軟的にタブレットを活用することができ、操作の技能が

大きく向上した。 

・週２回のペースでタブレットで宿題を配信した。 

課

題 

低 
・宿題の配信は、児童一人で取り組むことが難しい。 

・ミライシード以外のツールの活用が難しかった。 

中 ・検索の力は、ローマ字入力の技能が大きく関係する。 

高 

・タブレット使用の規律を明確にできなかった。 

・「ＩＣＴを使うための授業」ではなく、「学習のためのＩＣＴ活用」という考え方を重視

し、ＩＣＴを使う場面や方法の見極めをよく吟味する必要がある。 

 


